
第 1会場（1F　ホール）

開会式� 11 月 11 日（金）　10:20 ～ 10:25
第 1会場　1F　ホール

🄿 シンポジウム 1� 11 月 11 日（金）　10:25 ～ 12:05
第 1会場　1F　ホール

改めて考える手術におけるFasciaの役割

座長：舟本　　寛（�東京女子医科大学産婦人科）
　　　谷村　　悟（�富山県立中央病院）

SY1-1 創部減張のための浅筋膜（superficial fascia）の構造と見つけ方
草開　　妙、谷村　　悟、松田美智子、曽根　香穂、林　　晃輝、
森田　章嗣、山口　彩華、本多　真澄、草開　友理、小幡　武司、
炭谷　崇義、吉越　信一、南　　里恵、飴谷　由佳

（�富山県立中央病院　産婦人科）

SY1-2 尿管同定、側方アプローチにおけるリンパ管とFascia
竹中　　慎

（�国立がん研究センター東病院婦人科）

SY1-3 ロボットによる2cm SurgeryとFasciaの展開
三木　通保、畑山　裕生、佐藤　晋平、荻野　敦子、前田振一郎、
奥立みなみ、岡本葉留子、山添紗恵子、林　　信孝、田邉更衣子、
小山瑠梨子、大竹　紀子、青木　卓哉、吉岡　信也

（�神戸市立医療センター中央市民病院　産婦人科）

SY1-4 膜と腔を意識した鏡視下子宮全摘術における前方アプローチ
本橋　　卓

（�東京女子医科大学）

SY1-5 Fasciaの可能性を考える～悪性腫瘍手術への利用～
柳井しおり

（�倉敷成人病センター）

🄿：単位対象セッション

プログラム



ランチョンセミナー 1� 11 月 11 日（金）　12:25 ～ 13:15
第 1会場　1F　ホール

Science of Tissue Management ～改めて考えるデバイスの役割～

司会：小林　裕明（�鹿児島大学医学部　産科婦人科）

LS1-1 快適と安全性を両立するデバイス選択のTips
太田　啓明

（�川崎医科大学　婦人科腫瘍学教室）

LS1-2 治癒を見据えた電気メス設定と糸選択のTips
谷村　　悟

（�富山県立中央病院　産婦人科）

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

シンポジウム 2� 11 月 11 日（金）　13:25 ～ 14:55
第 1会場　1F　ホール

改めて考える生殖医療における手術の役割

座長：岩瀬　　明（�群馬大学　産婦人科）
　　　森重健一郎（�大阪府立病院機構　大阪急性期・総合医療センター）

SY2-1 子宮内膜症における手術療法～卵巣予備能に基づく術式選択～
小林　未央

（�群馬大学医学部　産婦人科学教室）

SY2-2 不妊症患者における子宮腺筋症の特徴と子宮腺筋症核出術の有用性
佐藤　　亘

（�秋田大学大学院医学系研究科医学専攻　機能展開医学系　産婦人科学講座）

SY2-3 子宮頸がんに対する妊孕性温存手術とその後の生殖機能
西尾　　浩、青木　大輔

（�慶應義塾大学医学部　産婦人科学教室）

SY2-4 卵巣組織凍結（採取）・移植における内視鏡手術の役割
高江　正道、鈴木　　直

（�聖マリアンナ医科大学　産婦人科学）



🄿 医療安全講習　※専門医共通講習� 11月 11 日（金）　15:05 ～ 16:05
第 1会場　1F　ホール

座長：西井　　修（�帝京大学医学部附属溝口病院）

ST 医学教育学的視点から医療安全を考える
磯部　真倫

（�新潟大学医歯学総合病院　特任講師　総合研修部　副部長・医師研修セ
ンター副センター長／産科婦人科）

名誉理事長講演� 11 月 11 日（金）　16:10 ～ 16:50
第 1会場　1F　ホール

座長：万代　昌紀（�京都大学大学院医学研究科　婦人科学産科学分野）

PL 日本産婦人科手術学会の歴史と今後の課題
平松　祐司1,2）

（�岡山市立総合医療センター　顧問1）、日本産婦人科手術学会　名誉理事長2））

シンポジウム 3� 11 月 11 日（金）　16:55 ～ 18:25
第 1会場　1F　ホール

改めて考える周産期医療における手術の役割

座長：三浦　清徳（�長崎大学医学部産婦人科）
　　　近藤　英治（�熊本大学大学院生命科学研究部 産科婦人科学講座）

SY3-1 子宮創部菲薄化低減を目指す糸の役割～無結紮縫合による子宮再建術の時代へ～
牧　　尉太

（�岡山大学病院　産科・婦人科）

SY3-2 腹腔鏡下子宮頸管縫縮術
原田亜由美

（�長崎大学病院　産婦人科）

SY3-3 常位癒着胎盤に対する新たな子宮温存術式
二井　理文、池田　智明

（�三重大学医学部産科婦人科学教室）

SY3-4 難治性弛緩出血に対する双手圧迫併用子宮内バルーンタンポナーデの有用性
小寺　千聡

（�熊本大学大学院生命科学研究部産科婦人科学講座）



第 2会場（2F　大集会室 第 1区画）

一般演題 1� 11 月 11 日（金）　10:25 ～ 11:15
第 2会場　2F　大集会室 第 1区画

生殖・内分泌

座長：小野　政徳（�東京医科大学産科婦人科学分野）
　　　鎌田　泰彦（�岡山大学病院）

O-1-1 びまん性子宮平滑筋腫症に腹腔鏡補助下子宮筋腫核出術施行後、自然妊娠した一例
冨倉　彩加、田島　博人、菊地まほみ、別宮　若菜、神野　友里、
安藤　まり、高松　　愛、深瀬　実加、仙道可菜子、有馬　宏和、
奥野さつき、原　周一郎、竹本　周二、浅田　弘法

（�新百合ヶ丘総合病院）

O-1-2 術前に子宮内膜間質肉腫が疑われた子宮筋腫分娩の1例
大和奈津子、森田　宏紀、熊谷　美咲、矢野　陽子、井関茉美子、
黒島　瑞穂、登村　友里、村田　友香、小嶋　伸恵

（�甲南医療センター）

O-1-3 子宮腺筋症核出術後に発生した腹膜偽嚢胞に関する臨床的検討
星野沙也加、西田　正人、築比地彩香、坂中　都子、永井　優子、
市川　良太、新井ゆう子

（�霞ヶ浦医療センター）

O-1-4 嚢胞性子宮腺筋症に対し、腹腔鏡補助下摘出術を実施した1症例
筒井　建紀、森　　禎人、赤田　　将、光田　　紬、花澤　綾香、
谷口茉利子、田中　稔恵、中尾恵津子、繁田　直哉、清原裕美子、
大八木知史

（�独立行政法人地域医療機能推進機構(JCHO)大阪病院）

O-1-5 重症子宮内膜症合併症例の腹腔鏡下子宮全摘術に対するGnRHアナログ製剤の術中効果の
検討

曽山　浩明、奥口　聡美、吉田　剛祥、谷口　文章
（�高の原中央病院）

O-1-6 構造の異なる採卵針による至適症例の検討 ～安全、迅速に高い採卵率・受精率を得るために～
山中　紋奈、小野　政徳、山田　瑞季、上野　啓子、菊地　孝行、
河村ともみ、久慈　直昭、西　　洋孝

（�東京医科大学）



一般演題 2� 11 月 11 日（金）　11:15 ～ 12:15
第 2会場　2F　大集会室 第 1区画

希少症例

座長：小林　陽一（�杏林大学産科婦人科）
　　　中西　　透（�東北医科薬科大学）

O-2-1 卵巣子宮内膜症術後に腸閉塞を発症し回盲部切除術を要した回腸子宮内膜症の1例
新垣佑里香、高山　敬範、北山　和樹、植田　真帆、金光　麻衣、
志村　寛子、角田紗保里、宮本真由子、小和　貴雄、邨田　裕子、
田中　絢香、矢野　悠子、八田　幸治、橋本奈美子

（�日本生命病院）

O-2-2 両側正常卵巣から独立しダグラス窩に存在した成熟嚢胞奇形腫の1例
池田　悠至、加藤果野子、小林　　理、青木　藍子、川上　香織、
小松　篤史、佐藤美紀子、千島　史尚、川名　　敬

（�日本大学）

O-2-3 大量の腹水貯留、CA125の著明な上昇を伴い悪性卵巣腫瘍が疑われた卵巣甲状腺腫の1例
矢澤　浩之、矢澤　里穂、福田　　薫、大原　美希

（�福島赤十字病院）

O-2-4 子宮全摘後の卵巣腫瘍に対する腹腔鏡下手術について
加藤雄一郎、手塚　慶吾、合田　知弘、林　　佳奈、荒堀　憲二

（�高山赤十字病院）

O-2-5 COVID-19治癒後の後遺症としての咳嗽によって腹部創部離開をきたした1例
栗山　　周、大川　人豪、青柳　陽子、矢野　光剛、甲斐健太郎、
奈須　家栄

（�大分大学医学部附属病院）

O-2-6 S状結腸憩室の穿通により子宮結腸瘻、子宮留膿腫を来たした1例
山口　純子1,2）、松口　一道2）、堀川　修一2）、久米可奈子3）

（�長崎医療センター1）、市立大村市民病院2）、長崎県上五島病院3））

O-2-7 30年前に試験開腹に終わった卵巣腫瘍から発生した卵巣がんの1例
小松　央憲1）、豊田　奏子1）、宇津木秀勅2）、渡邉　修平2）、星澤　早紀1）、
津久井優美子2）、安部　和子1）、太田　克人1）、伊藤　理廣1）

（�独立行政法人地域医療機能推進機構 群馬中央病院1）、群馬大学医学部附
属病院 産婦人科2））



ランチョンセミナー 2� 11 月 11 日（金）　12:25 ～ 13:15
第 2会場　2F　大集会室 第 1区画

卵巣癌の手術療法と薬物療法

座長：金尾　祐之（�がん研有明病院　婦人科）

LS2
横山　良仁

（�弘前大学大学院医学研究科　産科婦人科学講座）

共催：武田薬品工業株式会社

主題 1� 11 月 11 日（金）　13:30 ～ 14:20
第 2会場　2F　大集会室 第 1区画

骨盤臓器脱

座長：古山　将康（�石切生喜病院　婦人科）
　　　古谷　健一（�防衛医科大学校　名誉教授・大学医師会顧問）

主題1-1 当院での腟式子宮全摘出術, 前後腟壁形成術94例の検討
山本　愛乃、今西　俊明、堀澤　　信、上田明日香、本郷　愛実、
西澤千津恵、本藤　　徹

（�長野赤十字病院）

主題1-2 骨盤臓器脱に対する円靭帯Allograftを用いたnon-meshロボット支援仙骨腟固定術の試み
徳留　明夫1）、齋藤　良介1）、窪　凜太郎1）、税所　　篤1）、小林　裕介2）、
福田　美香1）、水野　美香1）、簗詰伸太郎1）、戸上　真一1）、小林　裕明1,2）

（�鹿児島大学医学部 産婦人科1）、婦人科がん先端医療学講座2））

主題1-3 当院で行う骨盤臓器脱に対する非メッシュ手術
加藤　　俊、増田ゆうき、長澤　佳穂、小西　莉奈、飯藤　宰士、
成冨　祥子、村上　法子、津戸　寿幸、伊藤　雅之、亀谷　英輝

（�大阪府済生会吹田病院）

主題1-4 Pure-Robotic sacrocolpopexyの優位性 ―椎間板炎予防のS1-2固定、肛門挙筋、再発例―
谷村　　悟、草開　　妙、林　　晃輝、曽根　香穂、森田　章嗣、
松田美智子、本多　真澄、小幡　武司、炭谷　崇義、吉越　信一、
南　　里恵、飴谷　由佳

（�富山県立中央病院）

主題1-5 骨盤臓器脱の経腟手術後の再発に対して、LSCで修復した3症例
今井　　宗

（�北信総合病院）



主題 2� 11 月 11 日（金）　16:55 ～ 18:05
第 2会場　2F　大集会室 第 1区画

機能再建手術

座長：馬場　　長（�岩手医科大学）
　　　齋藤　　豪（�札幌医科大学）

主題2-1 性成熟期に人工真皮を用いた腟再建術を施行した総排泄腔遺残症（persistent cloaca）の1例
鎌田　泰彦1）、岡本　遼太1）、樫野　千明1）、久保光太郎1）、光井　　崇1）、
中務日出輝2）、増山　　寿1）

（�岡山大学1）、姫路聖マリア病院2））

主題2-2 MRKH症候群における造腟術およびその管理について～30例の自験例を踏まえて～
木須　伊織1,2）、高橋　孝幸1）、安康真由香1）、仙波　　宏1）、中村加奈子1）、
松田紀代子1）、平尾　薫丸1）

（�国家公務員共済組合連合会立川病院産婦人科1）、慶應義塾大学医学部産
婦人科学教室2））

主題2-3 腟子宮頚部吻合部閉鎖予防にマレコットカテーテル留置が有用であった機能性子宮を有す
る全腟欠損症の2例

築比地彩香1）、西田　正人1）、星野沙也加1）、坂中　都子1）、永井　優子1）、
市川　良太1）、新井ゆう子1）、鈴木　正彦2）

（�霞ヶ浦医療センター 産婦人科1）、霞ヶ浦医療センター 泌尿器科2））

主題2-4 当科で行っている帝王切開瘢痕症候群に対する手術療法
松本加奈子、松村　麻子、梶村　　慈、朝永　千春、原田亜由美、
北島百合子、長谷川ゆり、北島　道夫、三浦　清徳

（�長崎大学）

主題2-5 腹腔鏡下患側子宮全摘後に生児を得た重複子宮片側子宮体癌の1例
海道　善隆、千葉　洋平、村上　一行、羽塲　　厳、高取恵里子、
永沢　崇幸、尾上　洋樹、利部　正裕、庄子　忠宏、馬場　　長

（�岩手医科大学）

主題2-6 子宮頸部円錐切除術後の頸管完全狭窄に対して腹腔鏡下アプローチにより開口術を行った1
症例

市川　亮子1）、仲村　　勝2）、高木　淳一1）、大脇　晶子1）、野村　弘行1）、
西尾　永司1）、西澤　春紀1）、藤井多久磨1）

（�藤田医科大学 医学部 産婦人科学講座1）、藤田医科大学 医学部 先端ロボッ
ト内視鏡手術学講座2））

主題2-7 Thiel法固定献体における子宮移植
玉手　雅人1）、松浦　基樹1）、和田　　渚1）、足立　岳貴1）、有元　千紘1）、
黒川　晶子1）、西村　庸子1）、秋元　太志1）、木須　伊織2）、齋藤　　豪1）

（�札幌医科大学1）、慶應義塾大学医学部産婦人科学教室2））



第 3会場（3F　大会議室）

一般演題 3� 11 月 11 日（金）　10:25 ～ 11:15
第 3会場　3F　大会議室

vNOTES・その他

座長：安藤　正明（�倉敷成人病センター）
　　　田中　政彰（�福井県立病院）

O-3-1 単孔式腹腔鏡手術（SILS）での経験を生かした経腟的腹腔鏡手術（vNOTES）
岩見州一郎、下地　　彩、宗　万紀子、家村　洋子、水津　　愛

（�京都桂病院）

O-3-2 サンドバルーンを用いて大型の良性卵巣腫瘍を摘出したvNOTESの一例
下村優莉奈1,2）、羽田　智則1）、桝田沙也加1）、戸枝　　満1）、仙波　恵樹1）、
安井みちる1）、越智　良文1）、加藤　　慧1）、島田　京子1）、吉野　育典1）、
澤田　麻里1）、菅野　　潔1）、坂手慎太郎1）、柳井しおり1）、安藤　正明1）

（�倉敷成人病センター1）、三重大学2））

O-3-3 困難症例から考えるvNOTES手術における工夫
羽田　智則、下村優莉奈、桝田沙也加、戸枝　　満、仙波　恵樹、
安井みちる、越智　良文、加藤　　慧、島田　京子、吉野　育典、
澤田　麻里、菅野　　潔、坂手慎太郎、柳井しおり、安藤　正明

（�倉敷成人病センター）

O-3-4 当院におけるvNOTES付属器手術の経験
島田　京子、羽田　智則、下村優莉奈、桝田沙也加、戸枝　　満、
仙波　恵樹、越智　良文、加藤　　慧、澤田　麻里、菅野　　潔、
坂手慎太郎、柳井しおり、安藤　正明

（�倉敷成人病センター）

O-3-5 有棘糸-筋膜連続縫合が腹壁瘢痕ヘルニアに与える影響：単施設電子カルテデータベース過
去起点コホート研究

松井　友哉、市川　義一、佐々木貴充、栗原みずき、根本　泰子
（�日本赤十字社 静岡赤十字病院 産婦人科）

O-3-6 走査電子顕微鏡を用いたBarbed sutureによる組織ダメージの評価
志賀　友美1）、岡田　英志2）、安見　駿佑1）、鈴木　紀子1）、古井　辰郎1）

（�岐阜大学医学部附属病院 産婦人科・成育医療センター1）、岐阜大学医学
部附属病院 高次救命治療センター2））



一般演題 4� 11 月 11 日（金）　11:15 ～ 12:15
第 3会場　3F　大会議室

周産期

座長：杉山　　隆（�愛媛大学医学部産科婦人科学）
　　　増山　　寿（�岡山大学学術研究院医歯薬学域　産科・婦人科学）

O-4-1 妊娠経過中に診断し得た妊娠子宮捻転の一例
藤東　温子、栗原　　康、川島　皓雄、中本　江美、吉田　智弘、
小西菜普子、末光　千春、瀬尾　尚美、田原　三枝、羽室　明洋、
三杦　卓也、中野　朱美、橘　　大介

（�大阪公立大学）

O-4-2 自然陣痛発来にて来院後の自然子宮破裂の1例
渡邉　亜矢、菅原　拓也、山下　　優、北村　圭広、黒星　晴夫

（�京都府立医科大学附属北部医療センター）

O-4-3 当科における前置胎盤症例の次回妊娠についての検討
吉田　智弘、田原　三枝、福田恵梨子、末光　千春、瀬尾　尚美、
小西菜普子、栗原　　康、羽室　明洋、三杦　卓也、中野　朱美、
橘　　大介

（�大阪公立大学）

O-4-4 前置胎盤の術中の止血に非常に有効であった新しい縫合法・V字縫合(VUS)について
青木　昭和、冨田　純子、高田　秀一

（�宇治徳洲会病院）

O-4-5 癒着胎盤ハイリスク例に対する大動脈バルーン閉塞の検討
三ツ矢紫音、谷垣　伸治、小林　千絵、須田　綾子、島田　智子、
中野　紗弓、西尾　南紗、藤麻眞理子、谷川珠美子、佐藤　泰紀、
竹森　　聖、松島　実穂、田嶋　　敦、小林　陽一

（�杏林大学医学部付属病院）

O-4-6 帝王切開時の筋腫核出術を完遂するために我々が行っている手術手技について
早田　　桂、大羽　　輝、三苫　智裕、三島　桜子、大平安希子、
桐野　智江、谷　　和祐、牧　　尉太、衛藤英理子、増山　　寿

（�岡山大学病院）

O-4-7 当院におけるCOVID-19妊婦の分娩管理：帝王切開および経腟分娩の管理経験とその比較
小松　直人、古谷毅一郎、中前亜季子、田中　良知、山下　紗弥、
張　　良実、鹿戸佳代子、坪内　弘明、荻田　和秀

（�りんくう総合医療センター）


